
学習日：　　月　　　日

2020年度　早稲田実業高等部【数学】大問３
（１）
ｘ、ｙについての連立方程式

ｙ＝ａｘ＋２
ｙ＝ｂｘ－３

が解をもたないための条件を、定数ａ、ｂを用いて表せ。

（２）
Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅを定数とする。
ｘ、ｙについての４つの方程式

Ａｘ＋Ｂｙ＝－12　…（ア）
Ｂｘ－Ａｙ＝16　…（イ）
６ｘ－８ｙ＝Ｃ　…（ウ）
Ｄｘ－６ｙ＝Ｅ　…（エ）

は、以下の条件をすべて満たすとする。

条件Ⅰ：（ア）と（ウ）を連立方程式として解いても、解はない。
条件Ⅱ：（ア）と（エ）を連立方程式として解くと、解はｘ＝８、ｙ＝９である。
条件Ⅲ：（ウ）と（エ）を連立方程式として解いた解は、

（ア）と（イ）を連立方程式として解いた解より、ｘの値は６大きく、ｙの値は２大きい。
このとき、次の①、②に答えよ。

①Ａ、Ｂの値をそれぞれ求めよ。
②Ｃ、Ｅの値をそれぞれ求めよ。
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